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第 429 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『喜んで 無邪気に』〜『小さなことに 大きな愛を込める』〜 

 

2026 年 9月 20 日 2008 年からスタートされた『東久留米がん哲学外来・カフェ』(クリスチャンアカデミーイ

ンジャパン内 東久留米東口より徒歩 5分)に赴く(添付)。【 “がんの悩みを心おきなく話したい” お茶を飲み

ながら、患者さん、ご家族、お友達、医療者が対話する場です。 並行して、樋野興夫先生との個別面談を行っ

ています。】と謳われている。【『訪れる人を 温かく迎い入れる＝喜んで大きな愛を込める』で、あらゆる人々

が立場を超えて集う『交流の場』〜 温かく迎い入れる 〜 】が、『東久留米がん哲学外来・カフェの原点』で

あろう！  10 月 18 日は、18 周年記念会を開催される（添付）。スタッフの皆様の【速効性と英断】の姿勢には、

ただただ感服する。 

 

その後、2007 年から開催された読書会(東久留米駅東口 1 分『イースト サイド カフェ & ダイニング』)である。

【新渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と 内村鑑三『代表的日本人』(岩波文庫、鈴木範久訳)を交

互に読み進めております。リーダーは順天堂大学名誉教授・一般社団法人がん哲学外来名誉理事長で新渡戸稲造

記念センター長の樋野興夫先生です。樋野先生のユニークでわかりやすい解説とさり気なく語られるメッセージ

に励まされ、人生の生きる意味をあらためて考えるひとときになります。 どなたでもご参加いただけます。み

なさまの参加をお待ちしております。】と紹介されている。 

 

今回の読書箇所は内村鑑三『代表的日本人』第二章・上杉鷹山 ①封建制 ②人と事業で、 音読担当は、①島田

聖子氏 ②三国浩晃氏である。 徹夜で音読の練習されたことであろう！ 『自分の力が 人に役に立つと思うとき

は 進んでやれ』(新渡戸稲造 1862 - 1933）の実践である。 

 

【人間は自分では『希望のない状況』であると思ったとしても、『人生の方からは期待されている存在』である

と 実感する深い学びの時が与えられている。『涙とともに パンを食べた者でなければ 人生の味は分からない』

(ゲーテ:1749-1832)、ゲーテを こよなく敬愛したスイスの作家 ヨハンナ・シュピリ（1827-1901）の『アルプ

スの少女ハイジ』の現代的意義は『喜んで 無邪気に 小さなことに大きな愛を込める』】と、さりげなく語る。 

まさに、『もしかすると、この時のため』(エステル記 4章 14 節)の実感である。 終了後は、隣のインド料理ル

チラで、定例の夕食会である。
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